























































































































































                                                  
4) 子寺（こでら）については、本書第 12 章を参照のこと。 
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写真 1 曲面に削られ装飾された墓 







































写真 2 「温」と書かれた墓 
（2016 年 11 月 12 日、筆者撮影） 
写真 3 永代供養塔 




の一つではないかと考えられ、都会では 100 万円ほど必要になる場合もある。 


































写真 4 ペット供養墓 
（2016 年 11 月 22 日、筆者撮影） 
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のなかった子ども」のことである。年間何件かの依頼があるそうだ。 
 
4.3 新たな供養に見られる時代変化への対応 
 永代供養やペット供養、水子供養などの取り組みについて、「寺も時代に対応しない
とやっていけない」と平等寺のご住職は話してくださった。 
 永代供養・ペット供養・水子供養などの取り組みは独自に行っているものである。こ
れは当然のことで、近くの寺と同じことをしていると競合してしまうからである。「他
人がしたからその真似をする」というあり方ではいけない。普通の店と同じように人が
来なければ成り立たないので、寺であっても、来てもらえるように独自の特色が必要で
ある。 
 近年ではマスコミやインターネットの力も大きい。これらの情報源のおかげで多くの
人が訪れるようになり、その中には若者や外国人も見られる。 
 
4.4 合葬 
以下では善唱寺のご住職に伺った合葬に関するお話をまとめる。ご住職は、御骨に執
着しない人もいること、本来の教えが墓に固執するものではないことから、合葬を提案
している。 
先祖の墓に執着する人もいればしない人もいる。東京の辺りでは骨箱が邪魔で、わざ
と電車などに置き忘れる人もいるそうである。周辺地区にも共同墓地があるが、若者が
ずっと墓を守ってくれるという保証もない。 
また、浄土真宗の本来の教えは墓にこだわるものではなかった。墓はつくらなくても
よいものであり、墓参りも元々「南無阿弥陀仏」という教えに帰依するものである。立
派な墓を建てることはただの見栄であり、そのような墓を造って「骨にお参り」をする
ことは正しいこととは言えない。 
そこで、本来の考え方に従い、大きな共同墓を寺に造り、さまざまな人が納骨できる
ようにすることを善唱寺や真念寺は検討している。真宗の教えにも「倶会一処」という
言葉があり、「みんな同じ所で会いましょう」という意味を持っている。共同墓はこの
考えに基づいている。 
前述の通り、ご住職は京都の本山での金額による格付けを批判している。対照的に、
共同墓は従来の墓と異なり貧富の差別がなく、合理的である。また、墓守をする人がい
るかどうかが怪しい田舎であるからこそ、よりこのやり方が望ましいとご住職はおっし
ゃっている。 
 
5．考察 
 納骨を行う時期については、上町地区においても四十九日法要の後が多く、全国で一
般的に行われているものとその点において共通していることが分かった。 
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 他方で、京都の本山や金沢の別院に納める人がいることは全国のものと比較した納骨
における上町地区の特徴として挙げられる。能登は「真宗王国」と呼ばれ、浄土真宗な
どの仏教がとても盛んな地である。そのため人々の信仰心も強く、本山に納骨するなど
して確実に成仏できるよう願ったのであろう。しかし、近年ではそのような人も少なく
なっている。以前は別院への納骨が、距離や金額の面で京都の本山への納骨を諦めた場
合の代わりになるものであった。だが、近年では遠い所・多額の費用を要する所への納
骨は大きな負担になるという事情が信仰心よりも大きくなり、金沢の別院にすら納めな
い人が増えたのではないかと思われる。 
 全国的には、墓は公営にせよ私営にせよ何らかの「墓地」に建立するのが一般的であ
ろう。しかし、上町地区では多くの家が自己で所有する山や私有の敷地内に墓を持って
おり、たいへん特徴的である。地域の方にお話を伺い、加齢に伴い、山の上などの歩い
ていくよりほか交通手段のない位置に墓がある場合は、自宅敷地内へ移動する人も多い
ことが分かった。他方、共同墓地にも年を追うごとに墓が増えている。自動車の通行で
きる道路が整備されており、アクセスしやすいことも共同墓地の人気の理由の一つであ
ると考えられる。 
 さまざまな寺のご住職から墓について教えていただき、墓石は元々ただの目印程度の
ものに過ぎず、近代以降になり、家単位での立派なものが造られるようになったと分か
った。善唱寺のご住職は浄土真宗の教えは墓を建てることを義務付けてはいないとおっ
しゃっていた。 
 調査地域での墓や供養において、全国的なものよりも少額の費用負担でよいことが特
徴的である。その要因には地価ももちろん関係するが、それだけではない。虚栄心によ
って立派な墓を建てることの無意味さや時代の変化などを考慮した上での柔軟な考え
方がその根底にあるのではないかと考えられる。 
 墓は故人を弔う上での形に過ぎず、本質ではない。それゆえ、神経質に近代以降の墓
のあり方にこだわる必要はない。能登三郷斎場の共同墓地にも、全国のものと同様に、
新たな形の墓が見られる。墓の変化はこのような表面上のものにとどまらない。現代で
は「家」の崩壊が進み、人々の生き方は多様化している。平等寺のご住職は、寺もこの
ような時代変化に対応しなければならないと教えてくださった。『お墓の社会学』では、
これからは個性に応じた墓のあり方が求められていると述べられていた。平等寺の永代
供養やペット供養などの取り組み、善唱寺と真念寺で検討している合葬などもこれに類
似しており、供養に対する新たな考え方に基づいて生まれたものである。「墓は家単位
でなければならない」、「墓は費用を惜しまず立派なものを建てなければならない」とい
う固定観念を捨て、千差万別の生活様式にも対応できるような弾力性のある墓や供養の
選択肢が能登でも生まれつつある。 
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6．おわりに 
 聞き取り調査をさせていただくことは今回が初めてで、とても新鮮な経験となりまし
た。自分の住む場所から少し離れた地域でお話を伺い、まだまだ知らないことも多いか
と思いますが、訪れた地区での生活の様子やその特徴について少しでも知ることができ
嬉しかったです。 
 お仕事などのご自身の生活もある中、調査のためにお時間を割いてくださった地区の
方々、能登町役場の方々に言い尽くせないほど感謝しています。私はぎこちない部分が
多かったと思いますが、地域の皆さまが優しく話をしてくださったおかげで、たいへん
稚拙ではありますが墓と供養について報告書を作成させていただくことができました。
能登の方々の生活の中心に、人々の優しさがあるのではないかと思います。この度は、
本当にありがとうございました。 
 
 
 
 
 
  
